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z RSS/Atom, MODS, OAI-PMH, iCalendarなど
z FRBRモデルの採用
なぜFRBRモデルか
z 「現実の業務に即しているか」という点は
製作段階では考慮していない
z 「明日を考える」ためのシステムでなければあえ
て一から作る意味がない
z 「新しい目録」の標準になる可能性が高い
z 図書館（と目録）の未来がそこにあると
考えるなら、それを採用しない道はない
3動作デモ
z 書誌レコードの作成
− 図書
− 雑誌
− 映像資料
− コンピュータのファイル
EnjuでのFRBRの実装(1)
z できるだけIFLAの資料に厳密に
z ただし、多少の簡略化あり
z RDA草案も意識
EnjuでのFRBRモデルの実
装 EnjuでのFRBRの実装(2)
z いくつかIFLAの報告書と異なる実装をしている
部分がある
z Person/CorporateBodyを
Patronにまとめる
z Concept/Event/Object/Placeを
Subjectにまとめる
z 実装が複雑になりすぎると判断したのが
主な理由
FRBRモデルに触れた感想
z 大学で習った目録法は
「規定の用紙の升目を埋めていく」感覚
z FRBRは「積み木で像を組み立てる」感覚
FRBR採用で感じるメリット
z 資料と資料の関連を表すことによって
「広がり」を表現することができる
z 構造が明確なモデルであり、RDB上で表現
するのが容易
z Patron(Person/CorporateBody)が
著者・編者・出版者・所有者のどれにでも
なることができる
4EnjuでのFRBRモデルの実
装 FRBR採用で感じるデメリット
z Work/Expressionに相当する書誌の問題
z なにをもってWorkとするのか、
どこがExpressionに相当するのか
z データの量や入力の手間が増える
− システムの複雑さや性能にも影響が出る
− 各館で個別に入力するのは非現実的では？
FRBR化された目録を誰が作るか
z 人手の乏しい図書館では非現実的
z 自動化・集中化は必須
z 「目録センター館」構想との関連は？
Project Next-L 総合目録
z Enjuを用いて構築する総合目録
− 現在のNACSIS-CATに相当するもの
z 全国の書誌作成者がログインし、
Work/Expression/Manifestationの
関連を管理する
z 各図書館ではManifestation/Itemの関連
のみを管理する
z 総合目録と各図書館はHTTPとREST APIを
用いて通信
総合目録の構成図 総合目録の動作デモ
z 総合目録上での書誌の作成
z 各図書館での受入作業
5終わりに
z 図書館システムを考えること
＝図書館で扱うデータのモデルを考えること
＝図書館の目録を考えること
z 「明日」をより多くの人々で考えるための
フリーウェア・オープンソースソフトウェア
z 未来は大きな組織だけで決めることのできる
ものではない
Project Next-L関連サイト
z プロジェクトのサイト
http://www.next-l.jp/
z メーリングリスト・過去の資料
http://next-l.slis.keio.ac.jp/wiki/wiki.cgi
z デモサイト
http://enju.slis.keio.ac.jp/
z ソースコード・インストール手順
http://wiki.github.com/nabeta/next-l
